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デジタル変革に求められるIoT導入

デジタル変革推進において、IoT導入によるデータ活用サイクルの確立が重要である

目まぐるしく変化するビジネス環境において、迅速かつ柔軟な対応を可能にするビジネスプラットフォームの確立が求められています。
データドリブンなビジネス展開を可能にするIoT導入を実現するためには、どのような戦略・アプローチ・手法を選択し、適用するのが最適なのか
早期に見極めることが肝要です。

Quality

自動化、省人化によるコスト削減

生産体制の最適化やシミュレーション
により生産リードタイムを短縮

リアルタイムのインサイト取得により
ビジネスの敏捷性を向上

多様な需要を捉えた
新たなビジネス機会の創出

利用状況の可視化により
需要に即したサービスの展開

潜在的な課題の早期特定による
品質の向上

Cost

Delivery

Agility

Innovation

Service
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IoT機器数、データ量の推移

IoT機器数、データ量はユースケースの拡充により継続的に増加することが予想されている

出所： IDC 「データエコシステムに対する取り組み状況」

世界 IoT機器インストールベース予測 世界 IoT機器の年間データ生成量予測

• IoT機器の小型化、低廉化、性能向上により今後も様々なユースケー
スにおいてIoT機器実装数は堅調に増加することが予測されている

• IoT機器実装数の増加に伴い生成されるデータ量も増大が見込まれてお
り、様々なユースケースにおいて可視化が拡がっていくと予測される
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IoT導入を進めた企業とレガシー依存の企業の比較

データ利活用が遅れている企業は企業競争における優位性確保において遅れをとっており、
企業におけるIoT導入の重要性はますます高まっている

COST

SPEED

INNOVATION

SERVICE

AGILITY

データ利活用(IoT導入)により
競争力を高めた企業

低コスト
自動化・省力化により低コスト化

迅速
リアルタイムのデータに基づいた迅速な意思決定

新たな価値を創造
これまでにない製品・サービスを提供

マスカスタマイゼーション
製品・サービスを顧客のニーズへ対応

変化に迅速に対応
迅速な予測・シミュレーションの実行

高品質
異常検知・予測による品質向上QUALITY

データ利活用が
遅れている企業

高コスト

対応に時間を要する

既存ビジネスの延長

カスタマイズ困難

変化対応に時間を要する

品質課題を抱える

企業競争における
優位性確保のポイント
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IoT周辺技術の発展

無線技術やデバイス性能向上、AIなどの周辺技術の発展に伴い、IoT導入は複数の先端
技術を組み合わせて多領域への活用を考える必要がある

シミュレーションモデルの高度化
―高精度フィードバックサイクルの確立・活用

ex）意思決定支援、予測メンテナンス

技術、知恵の可視化・機械化
―圧倒的な生産性向上、スキルレス化

ex）需給最適化予測、不正検知

エクスペリエンスの再考
―顧客／従業員体験の改革・向上

ex）手術シミュレーション、学習・作業支援

次世代コネクティビティ
―高度化ネットワークのポテンシャルを生かす

ex）自動運転、遠隔操作・制御

アーキテクチャ(処理ロケーション)の再考
―リアルタイム性の確保とセキュリティリスク低減

ex）気象予測、顔認証サービス

サーバレス、NoOpsの世界
―ITの焦点は運用からビジネス成果へ

ex）IaaS／PaaS／SaaS活用

AICloud

Digital
Reality

Edge
Computing

5G Digital
Twin

IoT
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複合的デジタルトランスフォーメーション（IoT、周辺技術の活用）

IoT導入が進む製造業界の先進企業では、IoTおよび周辺技術を複合的に活用したリアル
タイムのフィードバックサイクルの確立が進められている

顧客・従業員の行動追跡

新サービスやソリューションの創出

効率性向上

今日の最も身近なデバイスである携帯電話は、追跡機能によりたとえ電源オ
フであってもユーザの行動をトラックできる。ユーザの特定施設の利用状況を把
握することで、例えば施設の割引クーポンを配布できる。工場などにおいては、
位置情報を把握により従業員の安全性確保や作業の効率化が可能となる

顧客を詳細なレベルで理解することで、「マイクロパーソナライズ」したサービスを
提供できる。例えば感情センサーは、ユーザがストレスで血圧が上がり、呼吸が
浅くなったことを検知できる。この情報を入手した医療サービスプロバイダーは、
ストレスを緩和するアプリケーションを構築できるかもしれない

新技術の導入直後は、従業員はスマートグラスの装着や監視環境での仕事
に対する抵抗感を抱くかもしれないが、人間とコンピュータの新たな関わり方に
慣れ、リアルタイムのフィードバックサイクルがもたらす効率性や生産性向上を
理解するにつれて、その抵抗感は弱まる

出所： Deloitte 「Tech Trends」

IoTで取得された情報が5Gでリアルタイムにクラウドに連携され、AIが情報解析を行う。
解析された情報がユーザのヘッドセットに連携され、ユーザは最適な行動を実施する
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IoT導入アプローチと課題

IoTの導入においては戦略策定フェーズで課題・目的・ゴールを明確化することが肝要であり、
戦略なきプロジェクトの多くは技術検証に留まっている

コンセプト検証導入構想・戦略策定

実現可能な
デジタルワールドを知る

IoT導入による成功を
具体化する

Digital Enterprise 
Strategy

成功のアイデアを
実証検証する

IoT導入による成功を
拡大する

成功をフレーム化し
実装する

Solution
Prototype

Solution
Realization

Digital
Transformation

Digital 
Immersion

 最新のデジタル技術トレ
ンド／他社事例を理解

 IoTおよびIoT周辺技術
の活用により解決できそ
うなビジネス課題を抽出

本格導入

 自社の競争優位性の
源泉をもとに目的を明
確化するとともにアイ
デアを具体化

 アイデアの評価と優先
度づけし、アプローチを
検討

 IoT導入アイデアのプ
ロトタイプ作成

 プロトタイプを活用し
た検証の展開方法・
評価軸を合意

 検証効果を再確認
 ソリューション導入／
展開体制・役割決定

 本番環境構築と準備

 本番導入前の最終判
断・運用開始

 ソリューション運用・保守
 拡大ロードマップ作成

自社のビジネス課題を抽出し、
IoT導入の目的・ゴールの明確化が肝要 目的・ゴールが不明確なプロジェクトの多くはPoC

から先の本格導入に進めない課題を抱えている
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サービス紹介／アプローチ
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Deloitteのミッション

Deloitteのミッションは、IoTを活用してクライアントのビジネス価値とインパクトの最大化を
探求することである

売上と収益に対する
新たな成長ポテンシャ

ルへの探求

豊富な業界の経験・
知見がもたらす高品
質のオファリング

IoT分野での最先端の
考察や大局観による

アドバイス

「ゆりかごから墓場ま
で」を支援する包括的
なサービスパッケージ

少ないテスト、迅速な
結果創出、構築まで
の最短経路の実現

価値創造 業界経験 迅速な成果戦略・実装支援ソート・
リーダーシップ

トップライン、ボトムライ
ンの双方における価値
創造に注力する

比類のない知見と産
業のインサイト

IoT分野における
ソート・リーダーシップ

アイデア出しから戦略策
定、実装支援に至るまで
のエンド・ツー・エンドのサー

ビス

アジャイル・プロトタイピ
ング手法による迅速な
成果創出の支援
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Deloitteの方法論

Deloitteの方法論は、「大きく」考え、「小さく」始め、「素早く」スケールさせることを基礎とし
て、クライアントのビジネスに貢献する

“限界に挑んだ者だけが、重要な境地にたどり
着く”

Think Big （大きく考える）

• 今日の競争の激しい世界では、イノベーショ
ンの実現が何より重要である。自社の限界
を超えて、物事を「大きく」考えなければ 、
直面する競争環境はますます激しさを増し
ていく。

• Deloitteは、IoTを「大きく」考え、どこで、ど
のように活用するべきかのナレッジを有してい
る。

「足るを知る」ことが重要であり、Deloitteはそ
の考えをサイエンスに落とし込む

Start Small （小さく始める）

• 一方、企業はイノベーションを追求するあま
り、拙速に大きく動いてしまいがちである。

• Deloitteは達成可能なフェーズと適度な野
心を備えたプランを設計する。そして、クライ
アントの抱える実際の顧客と商用環境に有
効なテクノロジーを適用する為の支援を行う
。これによって、クイックウィンと重要なインサ
イトをもたらす。

Deloitteの知見とサービスの幅広さにより、迅
速に行動し、結果を得ることを可能とする

Scale Fast （素早くスケールさせる）

• アクションを迅速に進めるには、深い知見を
持ったダイナミックなチームが必要である。機
能横断的なケイパビリティ、創造的思考、
保有する資産の組み合わせにより、クイック
な拡大が可能となる。

• Deloitteのグローバルネットワークとアライアン
スのエコシステムを活用し、実質的なビジネ
ス価値を提供できる多様な人材がサービス
を提供する。
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IoT領域のサービス

IoT活用による価値創出に向けて戦略立案から運用・サポート支援まで幅広く深いサービス
を提供する

• 戦略評価
• プロセス機会の特定と評価
• 組織設計
• 技術評価
• アーキテクチャ評価
• ネットワーク・インフラストラクチャ評価
• ROI評価とビジネスケース作成

戦略立案・変革支援

• プロトタイプ作成と 「価値の証明
(PoV)」

• アジャイル・デジタルソリューション設計
• MVPプロトタイプテスト
• ネットワーク・アーキテクチャ設計

プロトタイプ・設計支援

• ソフトウェアプラットフォームの実装及び
テストサービス

• 分析サービス
• データ管理サービス
• セキュリティ評価と
認証サービス

• ID及びアクセス管理
• デバイス認証
• 技術統合開発

実装・テスト支援

• ネットワーク・インフラストラクチャ監視サ
ービス

• IoT管理サービス
• ホステッドIoTアプリケーション
• フィールド運用サービス
• IoTソリューション向けリモート監視及び
診断管理サービス

• スタッフ増強サービス
• ビジネスプロセスとアーキテクチャの再設
計

運用・サポート支援

• ビジネス・プロセス変更管理
• サイバーセキュリティ

• アジャイルによるプロジェクト管理
• バリュー・キャプチャ・レポートとダッシュボード

クロスライフサイクルサービス
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フレームワーク

IoT戦略とアーキテクチャを検討・整理するための各種フレームワークを備えています

Information Value Loop IoTソリューションアーキテクチャ

次世代デジタルソリューションのフレームワーク
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